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　袖ケ浦市庁舎整備事業は、市庁舎の耐震強度不
足と設備等の老朽化に対応するため、（平成
）年度に基本計画を策定後、耐震補強設計、基
本設計を経て「安心・安全な庁舎」、「使いやす
く市民に開かれた庁舎」、「環境にやさしい庁舎」
を整備方針として、（令和元）年月の契約
から実施設計、北庁舎及び設備棟の建設、中庁舎
の耐震補強及び大規模改修、旧庁舎及び議場棟の
解体、南庁舎の建設工事と各段階に分けて進めて
まいりました。
　この度、昨年２月に着手した南庁舎の工事が本
年１月末に完成し、これをもって庁舎整備工事は
全て完了となりました。
　（令和３）年５月の工事着手以来、３年９
カ月という長い工事期間中、関係者の皆さまのご
理解、ご協力を賜り、無事、竣工を迎えられたこ
とを大変うれしく思います。
　完成した南庁舎には、「協働のまちづくり」を
担う各自治会や各種団体の方々が、情報交換など
を目的に閉庁日でも利用できる市民交流広場や市
民ギャラリー、市民協働会議室（そでふれば）な
どを設置いたしました。２月８日には竣工式を執
り行い、２月日から南庁舎の供用を開始してお
ります。
　防災機能強化の他、様々な機能を備えた新庁舎
では、単に行政サービスの提供の場にとどまらず、
地域コミュニティーの活動や交流の場として、訪
れる皆様が快適に安心して利用できるよう、これ
まで以上に市民サービスの向上を図り、また、こ
の新庁舎を新たな拠点として、市が目指す将来の
姿「みんなでつくる、人つどい、緑かがやく、安
心のまち袖ケ浦」の実現に向け、全力でまちづく
りに取り組んでまいります。
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　年５月に着工した庁舎整備工
事は、年１月に南庁舎の完成を
もって約４年にわたる工事を締めく
くりました。南庁舎を設計するにあ
たり、庁舎整備の基本方針の一つで
ある『市民活動の場として開かれた
庁舎』をわかりやすく具現化する三
つの目標を念頭に置きました。

「光があふれる」
　陽光をふんだんに取り入れる大き
な開口を適所に配置しました。吹抜
け上部と市民協働会議室のサッシュ
には簾を模した日除けを設け、近隣
住民への視線を配慮するとともに柔
らかい光を室内に取り入れていま
す。白を基調とした内装は陰を作ら
ず訪れる人が明るく朗らかな気分に
なるよう目指しています。

「親しみやすい」
　建物南側に設けたテラスは、大型
の引戸を開け放つことで吹抜けの
ホールと一体的に利用することがで
きます。親子が触れ合えるようにス
テージ状の段を設けました。天気の

良い日には爽やかな風が通り抜け、
房総の柔らかな光を浴びながら様々
なイベントを開催することができま
す。

「繋がりを感じる」
　市民同士のコミュニケーションが
活発に行われることを期待して、市
民協働会議室はガラス張りとしてい
ます。吹抜けを取り囲むように展示
用のギャラリーを設けており、それ
ぞれの活動が交差して活発な交流が
生まれるような一体感を感じる作り
となっています。

　低層部の屋根と外構を取り囲むよ
うに植えられたサツキが、新緑の季
節には白やピンクの花をつけて庁舎
を彩ることになります。北庁舎、中
庁舎、南庁舎が相互に連携し、より
市民に愛される建築となっていくこ
とを願っています。
　大成建設株式会社
　設計本部建築設計第一部
　シニア・アーキテクト

金岡利人、雨宮廣明

■工事名称：袖ケ浦市庁舎整備工事
■施工場所：千葉県袖ケ浦市坂戸市場１番地１
■発注者：袖ケ浦市長　粕谷智浩
■基本設計・工事監理：株式会社榎本建築設計事務所
■基本設計・実施設計：大成建設株式会社一級建築士事務所
■施工：大成建設株式会社千葉支店
■敷地面積：．㎡
■構造・規模：北庁舎ＲＣ＋Ｓ造（免震構造）：地上５階建て

中庁舎（既存改修）ＳＲＣ造：地下１階地上７階建て
南庁舎ＲＣ＋Ｓ造：地上２階建て、設備棟ＲＣ造地上２階建て

■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■事業期間：年月～年１月そでふれば（市民協働会議室）
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２階　市民ギャラリー

１階　市民交流広場

屋外テラス


